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１．2024年12月期第３四半期の業績（2024年１月１日～2024年９月30日）

（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年12月期第３四半期 622 △11.6 △334 － △333 － △504 －

2023年12月期第３四半期 704 － △399 － △313 － △302 －

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2024年12月期第３四半期 △11.00 －

2023年12月期第３四半期 △6.60 －

(注)当社は、2023年12月期第３四半期から非連結での業績を開示しております。そのため、2023年12月期第３四半期の
対前年同四半期増減率については記載しておりません。

(注)中間会計期間より、表示方法の変更を行ったため、2023年12月期第３四半期については、当該表示方法の変更を反
映した組替後の数値を記載しております。

(注)潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失であり、また希薄化効果を有し
ている潜在株式が存在していないため記載しておりません。

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2024年12月期第３四半期 1,687 144 8.2

2023年12月期 2,093 289 13.7

(参考) 自己資本 2024年12月期第３四半期 139百万円 2023年12月期 287百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年12月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2024年12月期 － 0.00 －
2024年12月期(予想) 0.00 0.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無

2024年12月期の期末配当予想額につきましては、現時点では未定であります。

３．2024年12月期の業績予想（2024年１月１日～2024年12月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 857 △10.7 △332 － △331 － △503 － △10.98

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：有

(注)業績予想の修正につきましては、2024年11月14日公表の「特別損失の計上及び2024年12月期通期個別業績予想の修
正に関するお知らせ」をご参照ください。

(注)中間会計期間より表示方法の変更を行ったため、対前期増減率は、当該表示方法の変更を反映した組替後の数値を
記載しております。



※ 注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2024年12月期３Ｑ 45,908,222株 2023年12月期 45,908,222株

② 期末自己株式数 2024年12月期３Ｑ 91,702株 2023年12月期 91,702株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2024年12月期３Ｑ 45,816,520株 2023年12月期３Ｑ 45,816,521株

※ 添付される四半期財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー ： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である

と判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。な
お、業績予想に関する事項は、「添付書類」３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想な
どの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において判断したものであります。

当第３四半期累計期間(自2024年１月１日至2024年９月30日)におけるわが国経済は、個人消費やインバウンド需

要の復調により、景気は緩やかな回復傾向にあります。一方で、グローバルな地政学リスクやインフレによる景気

減速リスクは依然として高まっており、先行き不透明な状況が続いています。

当社の情報サービス事業と関連性の高い株式市場におきましては、2024年３月、米連邦準備制度理事会（FRB）が

公表した政策金利見通しで年内３回としていた利下げ予想を維持したことなどを受けて、投資家のリスク選好姿勢

が強まり、米国株式市場が続伸しました。2024年９月、FRBが４年半ぶりの利下げを行ったことを受けて上昇し、

FRBが今後も利下げを続け、米国景気がソフトランディング（軟着陸）できるとの見方が強まり、最高値を更新しま

した。一方、日本の株式市場は、2024年８月月初に歴史的な下落幅を記録した後、急速に持ち直し、引き続き堅調

となっております。

また、暗号資産市場も、全体的に上昇基調となりました。暗号資産は、今後、送金や決済などの手段としてだけ

でなく、あらゆる組織や企業、個人が価値を交換する手段となり、メタバースやゲームの世界、もしくはコミュニ

ティの中での流通など、新たな価値・用途も生まれ、大きく普及していくことが予想されます。

この結果、当第３四半期累計期間の売上高は622百万円(前年同期は704百万円の売上高)、売上原価は544百万円

(前年同期は619百万円の売上原価)、売上総利益は77百万円(前年同期は85百万円の売上総利益）なりました。販売

費及び一般管理費は、412百万円(前年同期は484百万円の販売費及び一般管理費)となり、営業損失は334百万円(前

年同期は399百万円の営業損失)となりました。

経常損失は333百万円(前年同期は313百万円の経常損失)となり、当第３四半期累計期間の四半期純損失は504百万

円(前年同期は302百万円の四半期純損失)となりました。

なお、当第３四半期累計期間におけるセグメントごとの業績は、次のとおりであります。

① 情報サービス事業

金融・経済情報配信サービス分野におきましては、法人向けリアルタイムサービス及びアウトソーシングサー

ビスが前期比で減少しています。また、フィスコブランドを活用したプラットフォームの利用に暗号資産の国内

における売買低迷が影響し、広告売上が減少しました。この結果、売上高は204百万円(前年同期は251百万円の売

上高)となりました。

上場企業を対象としたIR支援及びIRコンサルティングサービス分野におきましては、引き続きIRを積極化する

企業ニーズを受けて、中核サービスであるスポンサー型アナリストレポート（フィスコ企業調査レポート）の新

規受注が底堅く推移しておりますが、統合報告書などの受注が振るわなかった結果、売上高は370百万円(前年同

期は354百万円の売上高)となりました。

この結果、当第３四半期累計期間の売上高は574百万円(前年同期は606百万円の売上高)となり、セグメント利

益は109百万円(前年同期は85百万円のセグメント利益)となりました。

② 広告代理業

広告代理業分野では、新聞・雑誌のビジネス媒体による企業広告の定期出稿を中心に媒体売上はほぼ予定通り

推移いたしましたが、制作売上においては、動画を中心とした開発案件が伸びず、HP改修に伴うスポット案件も

減少しており全体として不調の要因となっています。また獲得案件の小型化は従来よりの課題ではありますが、

スポット案件も含めた受注数の確保も継続的な課題となっています。そのためパラリンピックやデフリンピック

開催への関心の拡がりを背景に、従来より取り組んできた障がい者スポーツをテーマにした案件開発に取り組ん

でまいります。

この結果、当第３四半期累計期間の売上高は26百万円(前年同期は36百万円の売上高)となり、セグメント損失

は７百万円(前年同期は３百万円のセグメント損失)となりました。

③ 暗号資産・ブロックチェーン事業

暗号資産市場は、保有する暗号資産の評価損などにより、売上高は０百万円(前年同期は△０百万円の売上高)、

セグメント損失は251百万円(前年同期は304百万円のセグメント損失)となりました。
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（２）財政状態に関する説明

(資産)

当第３四半期会計期間末における総資産は、前事業年度末に比して405百万円減少し、1,687百万円となりまし

た。これは、主に暗号資産の評価損などにより、暗号資産が252百万円減少したこと、保有する投資有価証券に係

る減損処理、及び、株式評価差額金の計上により、投資有価証券が101百万円減少したことなどによるものです。

(負債)

負債につきましては、前事業年度末に比して260百万円減少し、1,543百万円となりました。これは、短期借入

金が101百万円減少したこと、繰延税金負債が160百万円減少したことなどによるものであります。

(純資産)

純資産につきましては、前事業年度末に比して145百万円減少し、144百万円となりました。これは、資本剰余

金が1,060百万円減少したこと、利益剰余金が555百万円増加したこと、及び、その他有価証券評価差額金が356百

万円増加したことなどが主たる要因であります。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

通期におきましては、2024年11月14日に「特別損失の計上及び2024年12月期通期個別業績予想の修正に関するお

知らせ」で公表いたしましたとおり、通期業績予想を修正しております。詳しくは、2024年11月14日公表の「特別

損失の計上及び2024年12月期通期個別業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2023年12月31日)

当第３四半期会計期間
(2024年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 254,989 226,076

売掛金 123,874 101,308

前払費用 9,685 13,044

仕掛品 3,665 7,485

暗号資産 273,944 21,092

短期貸付金 20,849 26,828

関係会社未収利息 149 149

その他 29,677 2,373

貸倒引当金 △488 -

流動資産合計 716,346 398,359

固定資産

有形固定資産

工具、器具及び備品（純額） 17,096 17,096

有形固定資産合計 17,096 17,096

無形固定資産

ソフトウエア - 15,169

その他 - 467

無形固定資産合計 - 15,636

投資その他の資産

投資有価証券 1,317,370 1,215,709

長期貸付金 20,000 20,000

関係会社長期貸付金 7,000 7,000

差入保証金 21,095 19,804

その他 21,750 21,750

貸倒引当金 △27,444 △27,824

投資その他の資産合計 1,359,771 1,256,439

固定資産合計 1,376,868 1,289,173

資産合計 2,093,215 1,687,532

負債の部

流動負債

買掛金 21,602 21,959

短期借入金 109,702 8,000

未払金 34,072 26,268

未払法人税等 3,780 1,830

契約負債 29,462 44,065

預り金 6,720 2,575

その他 3,015 5,891

流動負債合計 208,355 110,590

固定負債

繰延税金負債 1,581,083 1,420,747

退職給付引当金 1,887 1,857

その他 11,982 10,112

固定負債合計 1,594,953 1,432,717

負債合計 1,803,308 1,543,307
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(単位：千円)

前事業年度
(2023年12月31日)

当第３四半期会計期間
(2024年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 14,857 14,857

資本剰余金 1,597,208 537,078

利益剰余金 △1,060,130 △504,183

自己株式 △10,351 △10,351

株主資本合計 541,584 37,400

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △254,403 101,645

評価・換算差額等合計 △254,403 101,645

新株予約権 2,725 5,178

純資産合計 289,906 144,224

負債純資産合計 2,093,215 1,687,532
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（２）四半期損益計算書

第３四半期累計期間

(単位：千円)
前第３四半期累計期間
(自 2023年１月１日
至 2023年９月30日)

当第３四半期累計期間
(自 2024年１月１日
至 2024年９月30日)

売上高 704,667 622,279

売上原価 619,362 544,418

売上総利益 85,304 77,860

販売費及び一般管理費 484,592 412,591

営業損失（△） △399,287 △334,730

営業外収益

受取利息 778 942

有価証券利息 - 8

未払配当金除斥益 - 1,052

受取家賃 960 576

貸倒引当金戻入額 5,000 108

匿名組合投資利益 76,865 -

その他 4,011 77

営業外収益合計 87,616 2,765

営業外費用

支払利息 1,545 289

為替差損 59 883

暗号資産売却損 707 7

その他 0 -

営業外費用合計 2,313 1,179

経常損失（△） △313,984 △333,144

特別利益

投資有価証券売却益 - 31,808

貸倒引当金戻入額 1,200,466 -

新株予約権戻入益 6,888 -

特別利益合計 1,207,355 31,808

特別損失

投資有価証券評価損 - 361,353

抱合せ株式消滅差損 1,193,240 -

特別損失合計 1,193,240 361,353

税引前四半期純損失（△） △299,869 △662,689

法人税、住民税及び事業税 2,835 1,830

法人税等調整額 - △160,335

法人税等合計 2,835 △158,505

四半期純損失（△） △302,704 △504,183
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、2024年３月28日開催の第30回定時株主総会において、会社法第448条第１項の規定に基づき、資本準備金

を704,849千円減少させ、同額をその他資本剰余金に振り替えております。また、会社法第452条の規定に基づき、

その他資本剰余金を1,060,130千円減少させ、同額を繰越利益剰余金に振り替え、欠損填補を行っております。

（追加情報）

(表示方法の変更)

当社では、暗号資産・ブロックチェーン事業において暗号資産への投資を実行しております。また、暗号資産市場

はマクロ経済全体の影響を受けることにより、ボラティリティの高さから暗号資産の価格は激しく変動することがあ

ります。2024年上半期においては、ビットコインをはじめとする活発な市場が存在する暗号資産においては大幅な価

格上昇があった一方、活発な市場が存在しない暗号資産においては一時的な価格上昇はみられたものの、同様の動き

とはならず、現状維持又は下落傾向となる暗号資産もありました。

そのような状況のなか、当社では、事業戦略上、様々な種類の暗号資産を保有しており、今後見込まれる周辺事業

での収益の醸成と拡大を見越したなかで、中間会計期間より当社の業績管理方針の変更を行いました。

当該変更に伴う事業の実態をより経営成績に適切に反映させるため、活発な市場が存在しない暗号資産に関して、

移動平均法による原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）に基づいて計上した評価損を、従来「売上高」の

マイナスとして表示しておりましたが、中間会計期間より「売上原価」として表示することといたしました。この表

示方法の変更を反映させるため、前第３四半期累計期間の財務諸表の組替えを行っております。

この結果、前第３四半期累計期間において「売上高」に含めておりました活発な市場が存在しない暗号資産に係る

評価損303,742千円を「売上原価」に組み替えております。

また、前第３四半期累計期間において、「営業外収益」の「その他」に含めておりました「受取家賃」は、金額的

重要性が増したため、第１四半期累計期間より、区分掲記しております。

この表示方法の変更を反映させるため、前第３四半期累計期間の四半期損益計算書において、「営業外費用」の

「その他」に表示していた960千円は、「受取家賃」960千円、「その他」4,011千円として組替えております。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計期間

に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれんの償却額は、次のとおりでありま

す。

前第３四半期累計期間
(自 2023年１月１日
至 2023年９月30日)

当第３四半期累計期間
(自 2024年１月１日
至 2024年９月30日)

減価償却費 13,006千円 523千円

のれん償却額 13,291 －
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期累計期間(自 2023年１月１日 至 2023年９月30日)

１.報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期
損益計算書
計上額
(注)３

情報
サービス
事業

広告代理業
暗号資産・
ブロックチ
ェーン事業

売上高

外部顧客への売上高 606,316 36,907 △119 61,562 704,667 － 704,667

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － － － － －

計 606,316 36,907 △119 61,562 704,667 － 704,667

セグメント利益又は

損失(△)
85,510 △3,635 △304,632 53,600 △169,157 △230,130 △399,287

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、投資銀行事業における新規事
業を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失の調整額△230,130千円は、各セグメントに帰属していない全社費用でありま
す。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期損益計算書の営業損失と調整を行っております。

２.報告セグメントの変更等に関する事項

該当事項はありません。

Ⅱ 当第３四半期累計期間(自 2024年１月１日 至 2024年９月30日)

１.報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期
損益計算書
計上額
(注)３

情報
サービス
事業

広告代理業
暗号資産・
ブロックチ
ェーン事業

売上高

外部顧客への売上高 574,941 26,942 96 20,300 622,279 － 622,279

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － － － － －

計 574,941 26,942 96 20,300 622,279 － 622,279

セグメント利益又は

損失(△)
109,079 △7,516 △251,907 7,591 △142,753 △191,977 △334,730

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、投資銀行事業における新規事
業を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失の調整額△191,977千円は、各セグメントに帰属していない全社費用でありま
す。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期損益計算書の営業損失と調整を行っております。
４．「注記事項（表示方法の変更）」に記載のとおり、中間会計期間より表示方法の変更を行っており、前第３

四半期累計期間の「報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報」については、当該
表示方法の変更を遡及適用した組替え後の数値を記載しております。

２.報告セグメントの変更等に関する事項

該当事項はありません。


